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2025（令和７）年３月 

兵庫県における人口の将来展望 

～兵庫県将来人口推計（2020～70 年）～ 

 

はじめに  

本県の将来推計人口は、2015 年 10 月に策定した「兵庫県地域創生戦略」中の「人口

の将来展望」が直近のものとなるが、その後、2020 年国勢調査の結果と国立社会保障・

人口問題研究所（以下「社人研」という。）の新たな将来推計が公表されたことから、こ

れらを活用して、新たな推計を行った。 

推計手法は、前回同様、コーホート要因法を採用し、推計条件（仮定値）は、社人研

の新しい推計に準拠しつつ、得られる最新のデータを用いて精査し、独自に設定した。  

また、将来の多様なシナリオに対応できるよう、複数の仮定値を設定した。  

具体的には、人口の変動要因である出生、死亡のそれぞれについて 3 パターンの仮

定値を設定し、パターン別の推計を実施した。出生、死亡、移動各中位の推計結果を基

準推計として主に活用していくが、そもそも不可知な未来を予測するものであることか

ら、パターン別推計の結果が示す幅の中のどこかに将来の本当の人口が出現しうるもの

と理解すべきである。  

以下に、推計方法と推計結果の概要について報告する。 

 

推計方法  

１ 推計期間  

・2020～2070 年の 50 年間とした。 

・推計年は 2020 年から 5 年間隔とした。 

 

２ 推計手法  

・コーホート要因法１）により性別、年齢 5 歳階級別の推計値を算出した。 

 

３ 推計条件  

・コーホート要因法の推計手順は【図 1】のとおりである。 

出発点の人口と、将来の出生、死亡、移動の各水準の仮定値を設定する必要がある。  

 

（１）出発点の人口 

・推計の出発点となる人口（基準人口）は、2020 年国勢調査に基づく 2020 年 10 

 月 1 日現在の総人口（県計 5,465,002 人）とした。 

 

１）コーホート（Cohort）とは「同時期に出生した人口集団」のこと。ある年の性別・年齢階級別

の人口集団を基準として、この人口集団を変化させる要因（出生・死亡、転入・転出）の仮定

値を当てはめて将来人口を推計する手法がコーホート要因法である。 
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【図 1】コーホート要因法による推計手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2）子ども女性比とは、0～4 歳人口と 20～44 歳女性人口の比であり、出生率の代替指標として用い

られる。 
 

（２）推計条件  

推計条件（仮定値）は、社人研の地域別推計に準拠しつつ、得られる最新のデー

タを用いて設定した。将来の出生水準を示す指標は「子ども女性比」を用いた。 

【仮定値の設定】 

 自然増減（出生－死亡） 社会増減（転入－転出） 

推計１ 

（社人研） 

・出生（中位）：県出生率中位推計 

・死亡（中位）：県生残率中位推計 

・将来の移動水準は、社人研の地域別推

計の純移動率に準拠 

推計２

（独自） 

・出生（高位）：県出生率中位推計に、国の中

位に対する高位の比率を乗じて推計 

・死亡（低位）：県生残率中位推計に、国生残

率の中位推計に対する高位推計の比率を

乗じて推計 

・将来の移動水準は、社人研の地域別推

計の純移動率に準拠 

 

推計３

（独自） 

・出生（独自）：合計特殊出生率は、2029 年

時点は、「子ども子育て未来プラン（2025～

2029）」の目標値である 1.27 に準拠し、2070

年時点は、県出生率中位推計（2070 年：

1.39）と県出生率高位推計（2070 年：1.67）

の中間値である 1.53 を適用（子ども女性

比は、合計特殊出生率に社人研の換算率を

用いて算出） 

・死亡（低位）：県生残率中位推計に、国生残

率の中位推計に対する高位推計の比率を

乗じて推計 

・将来の移動水準は、社人研の地域別推

計の純移動率に準拠 

・奨学金返済支援制度や住宅支援施策、

移住促進施策の充実などの政策効果

を反映（2030 年以降、2,400 人/年の

社会増が継続すると仮定） 

 

 

〈出発点の人口〉 
t 年の人口（性別・年齢 5 歳階級別） 

 

〈将来の死亡の水準〉 
生残率 

（性別・年齢５歳階級別） 

〈将来の出生の水準〉 
子ども女性比 2) 

及び 0～4 歳性比 

〈将来の移動の水準〉 
純移動率 

（性別・年齢５歳階級別） 

0～4 歳 
（t＋５）年の人口 

（性別・年齢 5 歳階級別） 

性別出生数 

 
 

ｔ年 

(ｔ+5)年 
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【表 1-1】仮定値の設定（生残率中位_死亡中位） 
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【表 1-2】仮定値の設定（生残率高位_死亡低位） 
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【表 1-３】仮定値の設定（純移動率） 
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４ 推計結果  

2070 年の本県人口は推計１では 340 万人、推計２では 397 万人、推計 3 では 379 万 

人となる（図２・表２）。 

 

【図２】人口シミュレーション結果 

 

 
【表２】人口シミュレーション結果 
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５ 目指すべき将来人口 

（１）総人口 

推計１では 2070 年の本県人口は 340 万人と推計されている。同推計を基本に、 

第三期兵庫県地域創生戦略に基づく取組推進による効果を踏まえた推計３では、本

県の総人口は 2070 年で 380 万人程度となり、これを本県の目指すべき将来人口と

する。これは、基準とする 2020 年の約 70％、約 167 万人の減少となる（図３・表

３・表４）。 

なお、目指すべき将来人口は、今後の人口動向等を注視し、必要に応じて見直し

を行う。 

 

【図３】将来人口の推移 

（千人） 

 

【表３】将来人口の推移 
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【図４】2070 年の人口構造 

  

（２）年齢区分別人口構成 

総人口の推計結果を年齢区分別に見た際のポイントは次のとおり（図５・６）。 

①  年少人口（0～14歳） 

・2020年の667千人から2070年には362千人（20年比54％）まで減少する。 

・比率は12.2％（2020年）から9.5％（2070年）へ低下する。 

②  生産年齢人口（15～64歳） 

・2020年の3,197千人から2070年は1,839千人（20年比58％）まで減少する。 

・比率は58.5％（2020年）から48.5％（2070年）へ低下する。 

③  老年人口（65歳以上） 

・2020年の1,601千人から2045年の1,826千人（20年比114％）まで増加した 

後、減少に転じ、2070 年には1,589千人（20年比99％）となる。 

・比率は29.3％（2020 年）から41.9％（2070年）へ上昇する。 

・また、75 歳以上は、2020年の831千人から2055年の1,202千人（20年比

145％）まで増加した後、減少に転じ、2070年には1,079千人（20年比 

130％）となる。 

・比率は 15.2％（2020 年）から 28.5％（2070 年）へ上昇する。 

99

105

111

120

133

145

157

166

170

175

204

227

239

244

241

219

210

191

146

102

0 50 100 150 200 250 300

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

116

120

126

135

147

157

169

172

174

183

215

238

250

256

255

233

226

215

179

226

0 50 100 150 200 250 300

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

〈社人研推計（推計１ 中位）〉 〈第三期戦略目標（推計３）〉 
(千人) (千人) 



9 

 

【図５】年齢区分別人口推移（第三期戦略目標 推計３） 

 
 

【図６】年齢区分別人口割合（第三期戦略目標 推計３） 
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参考 全県・地域別・市区町別人口（社人研推計 推計１） 

  

2020 年（令和 2 年）国勢調査時点の自然増減や社会増減の傾向を踏まえ、社人研推

計（推計１_出生中位・死亡中位）に基づき、将来の 5 年毎の総人口を算出した。 

なお、試算ツールは内閣府配付のシミュレーション用ワークシート（令和 6 年 6 月

版）を使用した。 

 

（１） 全県 

総人口の推計結果を年齢区分別に見た際のポイントは次のとおり（図７）。 

① 年少人口（0～14歳） 

・2020年の667千人から2070年には314千人（20年比47％）まで減少する。 

・比率は12.2％（2020年）から9.2％（2070年）へ低下する。 

②  生産年齢人口（15～64歳） 

・2020年の3,197千人から2070年は1,736千人（20年比54％）まで減少する。 

・比率は58.5％（2020年）から51.0％（2070年）へ低下する。 

③  老年人口（65歳以上） 

・2020年の1,601千人から2045年の1,765千人（20年比110％）まで増加した 

後、減少に転じ、2070 年には1,352千人（20年比84％）となる。 

・比率は29.3％（2020 年）から39.7％（2070年）へ上昇する。 

・また、75 歳以上は、2020年の831千人から2055年の1,101千人（20年比

132％）まで増加した後、減少に転じ、2070年には867千人（20年比 

104％）となる。 

・比率は 15.2％（2020 年）から 25.5％（2070 年）へ上昇する。 

 

【図 7】年齢区分別人口推移と人口割合 
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（２）地域別（10 県民局・県民センター別） 

・2020 年以降、すべての地域において一貫して人口が減り続ける（図８）。 

・2020～2070 年の 50 年間の人口減少率が高い地域は、但馬（64％減）、淡路（61％

減）、西播磨（58％減）、丹波（56％減）、北播磨（54％減）の順である。 

 

【図 8】地域別人口の推移 

 

  

   

1,525
1,440

1,344

1,233

1,108

971
1,039 1,013

969
918

849

770716 677

636 590
535

474
716 687

637
582

520 454

264 237
208

179 150
123

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2020年 2030年 2040年 2050年 2060年 2070年

神戸市 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨

572

543

505

463

414

361

247

215

185

156

129
103

158

133
111

91
73

56
101 90 78

67
55 45

127
111

94

79
64 50

0

100

200

300

400

500

600

2020年 2030年 2040年 2050年 2060年 2070年

中播磨 西播磨 但馬 丹波 淡路

（千人） 

（千人） 



12 

 

ア 地域別の年齢別人口比較 

① 0～14 歳 

・実数、比率ともに全地域で減少する。2020 年と比較した減少率は但馬、淡路の 

順に大きい。 

② 15～64 歳 

・実数、比率ともに全地域で減少する。2020 年と比較した減少率は但馬、淡路の 

順に大きい。 

③ 65 歳以上 

・2020 年と比較し、阪神南は実数、比率ともに上昇する。その他の地域は、実数、

比率ともに減少する。 

④ 75 歳以上 

・75 歳以上の人口の実数は、北播磨、西播磨、但馬、丹波、淡路以外の地域で増加  

し、特に阪神南、阪神北、東播磨の増加が著しい。 

 

 

 

【表 4】地域別の年齢別人口比較 

 

2020年 2070年 対20年比% 2020年 2070年 2020年 2070年 対20年比% 2020年 2070年

神戸 174,637 83,339 47.7 11.5 8.6 905,515 501,910 55.4 59.4 51.7

阪神南 126,254 73,275 58.0 12.2 9.5 629,212 410,109 65.2 60.6 53.3

阪神北 92,856 48,992 52.8 13.0 10.3 419,064 243,310 58.1 58.5 51.3

東播磨 93,899 46,271 49.3 13.1 10.2 422,283 232,413 55.0 59.0 51.2

北播磨 30,862 9,562 31.0 11.7 7.8 147,174 56,651 38.5 55.7 46.1

中播磨 74,242 34,015 45.8 13.0 9.4 339,105 185,011 54.6 59.3 51.2

西播磨 29,286 7,984 27.3 11.9 7.8 134,025 47,074 35.1 54.3 45.9

但馬 18,427 4,178 22.7 11.7 7.4 81,775 23,904 29.2 51.8 42.4

丹波 11,985 3,591 30.0 11.9 8.0 53,402 19,194 35.9 52.8 42.8

淡路 14,063 3,811 27.1 11.0 7.6 65,537 21,478 32.8 51.5 42.6

計 666,511 315,018 47.3 12.2 9.2 3,197,092 1,741,054 54.5 58.5 51.1

2020年 2070年 対20年比% 2020年 2070年 2020年 2070年 対20年比% 2020年 2070年

神戸 445,000 386,246 86.8 29.2 39.8 232,499 248,627 106.9 15.2 25.6

阪神南 283,636 286,265 100.9 27.3 37.2 147,580 177,987 120.6 14.2 23.1

阪神北 203,889 182,157 89.3 28.5 38.4 106,364 118,866 111.8 14.9 25.1

東播磨 199,891 175,206 87.7 27.9 38.6 99,642 111,938 112.3 13.9 24.7

北播磨 86,099 56,590 65.7 32.6 46.1 44,979 37,439 83.2 17.0 30.5
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淡路 47,740 25,137 52.7 37.5 49.8 25,309 17,215 68.0 19.9 34.1

計 1,601,399 1,351,935 84.4 29.3 39.7 830,641 867,126 104.4 15.2 25.4

人口（千人） 総人口に占める比率(%)

15～64歳

人口（千人） 総人口に占める比率(%)

65歳以上 75歳以上

0～14歳

人口（千人） 総人口に占める比率(%)

人口（千人） 総人口に占める比率(%)

 



13 

 

【図 9】神戸市  

 

【図 10】阪神南 

 

【図 11】阪神北 
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【図 12】東播磨 

 
【図 13】北播磨 

 

【図 14】中播磨 
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【図 15】西播磨 

 

【図 16】但馬 

 

【図 17】丹波 
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【図 18】淡路 

 

 

（３）市区町別 

・2070 年時点の人口が 2020 年を上回る市区町はない（表５）。 

全ての市町で 2040 年までに人口が減少する。 

・神戸市中央区では、2020 年比 6％増となる 2035 年頃をピークに人口減少に転 

じる。 

   ・市区町別人口減少率は総じて神戸、阪神南、阪神北、東播磨、中播磨で低く、北

播磨、西播磨、但馬、丹波、淡路で高いが、神戸、阪神北、東播磨でも人口が半

減する市区町が現れる（表６）。人口の偏在化が、隣り合う地域間に大きな差を

もたらしながら、加速度的に進んでいく状況が想定される。 

 

【表 5】市区町別の人口減少率（低い順、高い順、各 10 市区町） 
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【表 6 地域別・市区町別推計結果一覧】 
対20年比

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年 2070年

兵庫県 5,465 5,310 5,145 4,964 4,767 4,564 4,358 4,136 3,896 3,646 3,403 62.3%

神戸地域 神戸市 1,525 1,480 1,440 1,395 1,344 1,289 1,233 1,173 1,108 1,039 971 63.7%

東灘区 214 206 204 201 198 193 189 183 175 167 160 74.7%

灘区 137 137 136 135 133 130 127 124 120 115 109 79.9%

兵庫区 109 108 106 105 103 100 98 94 91 87 83 75.8%

長田区 95 91 87 83 79 74 70 66 62 57 53 55.5%

須磨区 159 153 146 138 130 123 115 107 99 91 83 52.6%

垂水区 215 204 196 188 179 171 164 156 147 138 129 59.7%

北区 210 202 192 181 170 159 148 137 125 114 103 49.0%

中央区 148 152 155 156 156 154 151 148 143 138 132 89.6%

西区 239 227 218 208 196 184 172 159 145 132 119 49.7%

阪神南地域 a 1,039 1,030 1,013 992 969 944 918 886 849 809 770 74.1%

尼崎市 460 453 443 432 419 407 394 379 362 344 326 71.0%

西宮市 486 484 479 472 463 453 441 427 410 392 374 77.0%

芦屋市 94 93 91 89 87 85 82 80 76 73 69 73.8%

阪神北地域 b 716 695 677 657 636 613 590 565 535 504 474 66.3%

伊丹市 198 195 193 189 185 180 175 169 162 154 146 73.9%

宝塚市 226 221 217 213 208 203 197 190 182 173 164 72.4%

川西市 152 147 141 136 130 125 120 114 108 102 95 62.5%

三田市 109 103 99 94 88 82 76 70 64 59 53 48.9%

猪名川町 30 29 27 26 25 24 22 20 19 17 16 52.3%

【参考】阪神地域 a+b 1,755 1,725 1,690 1,650 1,605 1,557 1,508 1,451 1,384 1,313 1,244 70.9%

東播磨地域 c 716 706 687 663 637 610 582 552 520 487 454 63.4%

明石市 304 305 301 295 287 279 270 260 248 235 223 73.4%

加古川市 261 254 245 235 224 213 201 189 177 163 150 57.7%

高砂市 88 84 80 76 71 66 62 57 53 48 43 49.5%

稲美町 30 29 28 26 25 23 21 20 18 17 15 50.2%

播磨町 34 33 32 31 30 29 27 26 25 23 22 65.2%

北播磨地域 d 264 251 237 223 208 193 179 165 150 136 123 46.5%

西脇市 39 36 33 31 28 26 24 22 20 18 16 40.2%

三木市 75 72 67 63 58 53 49 44 40 36 32 42.7%

小野市 48 46 44 42 40 38 36 34 31 29 26 55.4%

加西市 43 40 38 35 32 30 27 24 22 19 17 40.1%

加東市 41 40 39 38 37 36 34 33 31 29 27 66.7%

多可町 19 17 15 14 12 11 9 8 7 6 5 23.6%

【参考】播磨東 c+d 980 957 923 886 845 803 761 717 671 623 577 58.8%

中播磨地域 e 572 559 543 524 505 484 463 440 414 388 361 63.2%

姫路市 530 520 506 491 473 455 436 415 392 368 344 64.8%

市川町 11 10 9 8 7 7 6 5 4 4 3 27.1%

福崎町 19 19 18 18 17 16 15 14 13 12 11 57.7%

神河町 11 10 9 8 7 6 6 5 4 4 3 30.2%

西播磨地域 f 247 230 215 200 185 170 156 142 129 115 103 41.6%

相生市 28 26 24 22 20 19 17 16 15 13 12 42.4%

赤穂市 46 43 40 37 34 32 29 26 24 21 19 40.6%

宍粟市 35 32 29 26 23 21 18 16 14 12 10 28.6%

たつの市 74 70 67 63 59 55 51 47 43 39 35 46.6%

太子町 33 33 32 31 29 28 27 25 24 22 21 61.3%

上郡町 14 13 11 10 9 8 7 6 5 4 3 23.9%

佐用町 16 14 12 11 10 8 7 6 5 4 4 22.8%

【参考】播磨西 e+f 818 789 758 724 690 654 619 582 543 503 464 56.7%

但馬地域 158 144 133 122 111 101 91 82 73 64 56 35.7%

豊岡市 77 72 67 62 58 53 49 45 40 36 32 41.6%

養父市 22 20 18 16 15 13 12 10 9 8 7 30.7%

朝来市 29 27 25 23 21 19 17 16 14 12 11 37.7%

香美町 16 14 12 11 9 8 7 6 5 4 3 21.0%

新温泉町 13 12 11 9 8 7 6 5 4 4 3 23.0%

丹波地域 101 96 90 84 78 72 67 61 55 50 45 44.4%

丹波篠山市 40 38 35 33 31 29 26 24 22 20 18 44.6%

丹波市 61 58 55 51 47 44 40 37 34 30 27 44.3%

淡路地域 127 119 111 103 94 86 79 71 64 57 50 39.6%

洲本市 41 38 35 32 29 27 24 21 19 16 14 34.0%

南あわじ市 44 41 38 35 32 30 27 24 22 19 17 39.0%

淡路市 42 40 37 35 33 30 28 26 23 21 19 45.6%

総人口（単位：千人）
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【図 19】2020 年の総人口を 100 とした市区町別の総人口指数の推移 

 

 

2045 年 
（2020 年比） 

2070 年 
（2020 年比） 


